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１－３－１ 

Ⅰ 研究主題と副題 

主体的に考え、豊かに表現できる児童生徒の育成 

～ 各教科における取組を通して ～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

現在、高鍋町では、秋月種茂公の「国づくりは人づくり」の教えを受け継ぎ、宮崎県教育基本

方針・第二次宮崎県教育振興基本計画・教育施策の趣旨に立脚し、「文教のまち高鍋」の伝統と

地域の実態に即して、町の将来像や高鍋町総合計画、「高鍋町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

を踏まえた教育を推進している。特に学力向上の推進では、新しい教育の動向と町民の教育に対

する要請に対応する教育体制の確立を目指している。そのために、学習指導の充実に関する施策

としては、次のような実践事項を掲げている。 

○ 基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれを活用して課題を解決するために必要な思考力、

判断力及び表現力等を育成する指導方法の工夫改善による学力向上 

○ 各教科における言語活動の充実  ○ ＩＣＴを活用した学習指導の工夫及び先進地視察  

○ 幼保・小・中・高連携の推進  ○ 町教育研究所の研究推進 

○ 多様な経験・体験活動等「生きる力」の育成を目指した特色ある教育活動の推進 

○ 小学校段階における外国語活動の充実 

○ 算数・数学科 Web 学習単元評価システムの活用推進  ○ 町単独雇用講師の効果的活用 

○ 地域の教育力や体験的な活動の積極的な活用と学習形態・指導形態の工夫 

これらを踏まえ、本教育研究所では、今年度から本町の喫緊の課題である「学力向上」に関す

る研究に取り組むことにした。学習面に関する本町の児童生徒の実態は、「全国学力・学習状況

調査」や「みやざき小中学校学習状況調査」等の結果から、「活用する力（記述式問題）」の不

足や基礎的・基本的な力が十分に身に付いていない「学力下位層」の割合が多く見られる。特に

学力下位層の児童生徒は、授業への取組が消極的であるので、指導方法の工夫改善を図ることに

より、子どもたちの学習意欲を喚起し、授業に主体的に参加できる児童生徒の育成が強く求めら

れている。 

また、社会環境の急激な変化に伴って「キャリア教育」の重要性が増している今、「基礎的・

汎用的能力」を備え、思考力、判断力及び表現力があり、周りとの円滑なコミュニケーションが

とれる児童生徒の育成を図ることが急務になっている。 

そこで、研究主題を「主体的に考え、豊かに表現できる児童生徒の育成」とし、副題は、研究

員の校種や教科の違いを考え、「各教科における取組を通して」とした。研究内容については、

上述した本町の教育施策の中から、下線部で示した実践事項を中心に進めたい。今年度は研究初

年度であり、「基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれを活用して課題を解決するために必要

な思考力・判断力及び表現力等を育成する指導方法の工夫改善による学力向上」に力点を置きた

い。研究に当たっては、まず次期学習指導要領改訂で導入される「アクティブ・ラーニング」に

ついて十分に理解し、その手法を取り入れた授業改善を各教科で行い、研究を進めていきたい。 

このように、本教育研究所では、上記のような実践的研究を行うことによって、「学力向上」

という本町の教育的課題に応え、本町の目指す「郷土を愛し、自信と誇りを持つ子どもの育成」

が図られるのではないかと考え、本主題を設定した。 



１－３－２ 

Ⅲ 研究目標 

「主体的に考え、豊かに表現できる児童生徒の育成」を目指し、基礎的・基本的な知識・技能

の習得とそれを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力及び表現力等を育成する指

導の在り方を実践的に究明し、児童生徒の学力向上を図る。 

 

Ⅳ 研究仮説 

各教科において児童生徒が基礎的・基本的な知識・技能を習得し、思考力・判断力・表現力等

が育つ指導方法の工夫改善を行えば、学力の向上を図ることができるであろう。 

 

Ⅴ 研究の全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 研究組織 

 

 

 

 

所 長 

事務局 

研究指導員 研究推進委員会 全体研究会 

小学校部会 

中学校部会 

高鍋町教育基本方針 

郷土を愛し、自信と誇りを持つ子どもの育成 

関係法令等 

県教育基本方針 

地域の実態 

児童生徒の実態 

保護者の願い 

研 究 主 題 

主体的に考え、豊かに表現できる児童生徒の育成 

～ 各教科における取組を通して ～ 

研 究 目 標 

「主体的に考え、豊かに表現できる児童生徒の育成」を目指し、基礎的・

基本的な知識・技能の習得とそれを活用して課題を解決するために必要な

思考力・判断力及び表現力等を育成する指導の在り方を実践的に究明し、

児童生徒の学力向上を図る。 

研 究 仮 説 

各教科において児童生徒が基礎的・基本的な知識・技能を習得し、 思考力・

判断力・表現力等が育つ指導方法の工夫改善を行えば、学力の向上を図る

ことができるであろう。 

研  究  内  容 

○ 理論研究  ・アクティブ・ラーニングについて 

・講師による講義・演習   ・共通実践事項について 

○ 実践研究  ・各研究員による授業実践 ・研究授業（小中別） 

・研究のまとめ 
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Ⅶ 研究の実際 

 １ 基本的な考え方 

  (1) 研究主題について 

    本研究所の研究主題「主体的に考え、豊かに表現

できる児童生徒の育成～各教科における取組を通し

て～」について、どのようにとらえていけばよいか、

様々な意見を出し合い、ＫＪ法を用いて、それらを

まとめていった。 

そして、本研究所は研究主題について、以下のよ

うに考え、本町の教育的課題である「学力向上」に

取り組んでいくことにした。 

ア 「主体的に考える」児童生徒とは 

  ○ 自ら進んで学び、自分の意見をもつことができる児童生徒 

  ○ 自ら課題を発見し、知識・技能を活用して課題解決しようとする児童生徒 

  ○ 他者の意見を認めながら、積極的に話し合うことができる児童生徒 

イ 「豊かに表現できる」児童生徒とは 

  ○ 相手意識をもって、伝えたいことを意欲的に表現しようとする児童生徒 

  ○ 目的に応じた手立てで、多様な表現を効果的に組み立てることができる児童生徒 

  ○ 目前の事物・事象に対して様々に感じ、それを言葉に表すことができる児童生徒 

 

(2) 「学力向上」とは 

  本町の教育的課題である「学力向上」の「学力」とは、どのようなものを指すのだろうか。

文部科学省は、変化の激しいこれからの社会を生きる子どもたちには「生きる力」、「確かな

学力」が必要であると言っており、下の図のとおり、確かな学力を「知識・技能に加え、学

ぶ意欲や、自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決

する資質や能力など」ととらえている。つまり、学力を単に基本的な知識・技能とせずに、

これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力や主体的に学習に取

り組む態度を兼ね備えたものだととらえているのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ＫＪ法でまとめている様子 

図２ 「生きる力」、「確かな学力」 （文部科学省ＨＰ） 
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そこで、本研究所においても、「学力向上」を単なる「知識・技能」の習得（詰め込み）とせず

に、「理解を伴った知識・技能」の習得や「知識・技能を活用し、問題を解決するために必要な思

考力・判断力・表現力」の向上としてとらえていくものとする。特に、各教科の授業においては、

アクティブ・ラーニングを率先して導入し、児童生徒の学習意欲を高めながら、効果的に学力向

上が図れるように実践を進めていくようにする。 

また、その成果を図る手段として、定期テストや小テスト等に記述式を中心とした「知識・技

能を活用して問題解決を図る問題（思考力・判断力・表現力を問う問題）」を設定し、状況の把握

に努め、普段の授業においても、それらを意識して授業を構築していくようにする。 

 

(3) 「アクティブ・ラーニング」とは 

  平成２７年８月に文部科学省から出された論点整理によると、アクティブ・ラーニングを「課

題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び」としており、本研究所でも同じ定義で研究・実

践を進めていくことにする。 

  また、８月１７日に本研究所において、中部教育事務所から国生尚指導主事を講師として招き、

講義をしていただいた。その中で、アメリカ国立訓練研究所による平均学習定着率調査の話があ

り、自ら体験したり、他の人に教えたりするということが、単に講義形式で授業を受けることに

比べて、格段に定着率が違うということを学ぶことができた。 

 

表１ 平均学習定着率調査 

「授業で学習した内容を半年後にどの程度記憶しているか。」（アメリカ国立訓練研究所） 

講   義  ５ ％ 

読   書 １０ ％ 

視 聴 覚 ２０ ％ 

デモンストレーション ３０ ％ 

グループ討議 ５０ ％ 

自ら体験する ７５ ％ 

他の人に教える ９０ ％ 

 

  つまり、自らが主体となって学習に取り組んでいるときは、脳は常にアクティブの状態になっ

ており、この状態をいかに保って授業に取り組ませることができるかが重要であるということで

ある。授業で得た知識・技能を使って、問題を解決するための思考力・判断力・表現力を高める

取組が求められている。特に自らの思考をどう表現していくかについては、研究主題とも密接に

関わる部分であり、「インプットからアウトプットへ」これが、児童生徒の学力向上を図るうえで

大変重要であると考え、研究・実践を進めていきたい。 
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２ アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業実践 

(1) 小学校における検証授業（算数）高鍋東小学校４年生 「面積」 

  ア 本時の目標 

   ○ 長方形や正方形の求積の仕方を考える事ができるとともに、工夫して面積を求めること

ができる。                           （数学的な考え方） 

  イ アクティブ・ラーニングの視点 

   ○ 自分の能力に応じた教具を選択する場面を設定している。 

○ 児童生徒が主体的・協働的に取り組む学習問題を設定し

ている。 

   ○ グループ内の多様な意見を交流させる場面を設定してい

る。 

  ウ 授業の実際 

   ○ 前時に学習した長方形と正方形の面積の求め方を使って、

L 字型の面積を求める方法を個人やグループで考えさせ、

一斉で確認した。 

   ○ 3 つのヒントカードを準備したことで、苦手意識のある児童も自分の能力に応じて考え

ようとすることができた。 

   ○ 討論形式の学習を取り入れたことで、児童がより深く考えようとすることができた。 

   ○ より活発な児童主体の学習になるためには基礎的・基本的な知識をしっかり身に付ける

必要があると感じた。 

 

(2) 中学校における検証授業（数学）高鍋東中学校２年生 「図形の調べ方」 

  ア 本時の目標 

   ○ 班員で協力して、意欲的に問題解決を図ろうとする。（関心・意欲・態度） 

   ○ 図形の性質を根拠に角度の求め方を説明することができる。（思考・判断・表現） 

  イ アクティブ・ラーニングの視点 

   ○ 基礎的・基本的な知識・技能を活用する場面を設定して

いる。 

   ○ 児童生徒が主体的・協働的に取り組む学習問題を設定し

ている。 

   ○ グループ内の多様な意見を交流させて、思考を深めさせ

ている。 

  ウ 授業の実際 

   ○ 星形五角形の５つの内角の和は 180°になることを図形

の性質を根拠に個人と班で考えさせ、一斉にて各班の考え

方を発表し、図形の性質への理解を深めた。 

   ○ 班活動では、既習事項を用いて多様な見方や考えを意欲

的に出し合ったことで、全体的にたくさんの解法を発表す

ることができ、生徒たちに関心をもたせる授業ができた。 

   ○ 図形の性質を根拠に問題解決を図る授業を繰り返すこと

で、根拠を伴った知識・技能が定着できたと考察できる。 

   ○ 他者に自分の考えを的確に伝えるためには、普段の授業の中で互いの意見を交換する場

面や教え合いの時間を多く確保し、数学的な表現を用いて自分の意見を伝える練習を重ね

ていく必要があると感じた。 

 

班で意見を出し合う様子 

班の考えを発表する様子 

自分の考えを発表する様子 
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(3) 授業実践レポート 

本研究所８名の研究員によるアクティブ・ラーニングを取り入れた授業の実際を分かりやすく

まとめるために、下図のとおり授業実践レポートを作成した。それぞれの研究員が２～３枚作成

し、集録としてまとめることにしている。 
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(4) 授業実践の例 
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３ 学力の定着の様子をみる取組 

  本研究所では「平成２７年度全国学力・学習状況調査報告書」の中から、正答率の低い問題に

注目した。そして、本地区における児童・生徒の実態を知るために、抽出校において、同じ問題

を実施した。その結果の分析を受けて、授業の工夫改善を図ることとした。 

(1) 国語 

   ア 小学校における取組 

(ｱ) 全国での傾向 

書くこと（国語Ｂ２ 三 正答率 41.8％） 

図やグラフなどを読み、自分の考えを伝えるために効果的に用いたり、文章と図やグ

ラフなどと関係付けて自分の考えを書いたりすることに課題があり、指導の充実が求め

られる。 

(ｲ) 本地区の傾向 

全国平均と比べると、さらに正答率が低く、資料などと関係付けながら自分の考えを

表現することに対して課題があるということが分かった。 

(ｳ) 指導の工夫と今後の取組 

 ○ 国語の学習だけでなく、他教科でも、図表やグラフ、絵、写真などを用いて、その

資料が何を表しているのか、どんな情報を表しているかを考えさせ、説明する機会を

設けるようにした。 

 ○ 説明する文章を書く際に自分が参考にした資料などを用いて、自分の考えをまとめ

る際に、それらの資料を関係付ける習慣をつけるようにした。 

 ○ 児童が考えを発表する際に、お互いの表現の良かったところを見つけ、表現する機

会を意図的に設けるようにした。 

 ○ 今後の取組として、年度末に類似問題を解かせ、その結果から生徒の変容を分析し、

これからの授業の改善や指導の工夫につなげていきたい。 

   イ 中学校における取組 

(ｱ) 全国での傾向 

書くこと（国語Ｂ１ 三 正答率 56.6％） 

伝えたい事実や事柄について自分の考えを表しているが、根拠を明確にして書く点に

課題がある。 

(ｲ) 本地区の傾向 

全国の解答類型と同様、資料提示の理由を具体的に書くことができない生徒が多く見

られた。つまり、目的に応じて文章や資料から必要な情報を取り出してはいるが、それ

らを基にして根拠を明らかにしながら自分の考えをまとめる点に課題があると考えら

れる。 

(ｳ) 指導の工夫と今後の取組 

 ○ 自分の考えをまとめる際に、根拠とした部分に線を引かせたり、複数の資料の中か

ら、自分の考えの基となった記述を選ばせたりして、読み手や聞き手に説得力のある

文章が書けるように指導した。 

 ○ 接続語の使用や段落構成の工夫などによって、読み手や聞き手に対してどの部分が

根拠であるかが分かるように示されているかなど、文章を複数の観点から見直すよう

に繰り返し指導することも今後は必要だと感じている。 

 ○ 今後の取組としては、年度末にこの問題の類似問題を解かせ、その結果から生徒の

変容を分析し、これからの授業の改善や工夫につなげていきたい。 



１－３－９ 

(2)  算数・数学 

 ア 小学校における取組 

(ｱ) 全国での傾向 

割合（算数Ｂ２ (2) 全国正答率 13.4％） 

基準量、比較量、割合の関係を正しくとらえることに依然として課題があり、指導の充実

が求められる。 

(ｲ) 本地区の傾向 

全国平均と比べると、正答率がさらに低く、自分の考えを振り返り、誤りの原因や正しく

判断できた理由を明らかにするとともに、的確に修正できる力に課題があるということが分

かった。 

(ｳ) 指導の工夫と今後の取組 

○ 示された情報から基準量と比較量、割合の関係を正しくとらえることができるよう関係

図等を用いながら、数量関係が視覚的に情報を考えることができるよう指導を行った。 

○ 授業の中でお互いに説明し合うような活動をする機会を意識して取り入れた。 

○ 今後の取組として、年度末に類似問題を解かせ、その結果から生徒の変容を分析し、こ

れからの授業の改善や指導の工夫につなげていきたい。 

 イ 中学校における取組 

(ｱ) 全国での傾向 

関数領域（数学Ｂ１ (3) 全国正答率 12.3％） 

与えられた情報から必要な情報を選択し、的確に処理すること、その結果を事象に即して

解釈すること、数学的な表現を用いて解釈した理由を説明することに課題があり、指導の充

実が求められる。 

(ｲ) 本地区の傾向 

全国と比べるとさらに無解答率が高く、全国と同様、数学的な表現を用いて説明すること

が課題であるということが分かった。 

(ｳ) 指導の工夫と今後の取組 

○ 関数領域の授業においては、「比例、反比例、一次関数」の式やグラフなどの基礎的・基

本的な内容を定着させるために、それぞれを比較しながら考えさせることを大事にした。 

○ 授業の中で、「なぜ」を大事にし、根拠となる事柄を問う場面や、ペアや班で話し合う活

動を多く取り入れた。そのとき、他者に分かりやすく伝えるために、根拠となる事柄を図

や式、数学的な表現を積極的に用いて説明するように指導を行った。 

○ 自分の考えを発表する場面では、互いの表現のよいところや改善点を出し、自己の表現

を振り返り、修正していくように指導を心がけた。 

○ 定期テストでは記述式問題を取り入れ、生徒たちの実態を把握することを心がけた。 

○ 今後の取組としては、年度末にこの問題の類似問題を解かせ、その結果から生徒の変容

を分析し、これからの授業の改善や工夫につなげていきたい。 



１－３－１０ 

Ⅷ 研究の成果と課題 

 １ 研究の成果 

  ○ 研修会や理論研究会をとおして、アクティブ・ラーニングの定義やアクティブ・ラーニン

グを進める上でのポイントを教師間で共有することができた。 

  ○ 授業研究会や授業評価を行うことで、教師の授業改善の意識を高めることができた。 

  ○ 各教師がアクティブ・ラーニングを取り入れた授業実践を行い、良かった点や改善すべき

点を協議することで、アクティブ・ラーニングの手法を取り入れた実践的な取組について理

解を図ることができた。 

 

 ２ 今後の課題 

  ● アクティブ・ラーニングの効果について実践的な検証を続け、児童生徒の学習意欲を喚起

する指導法を研究する必要がある。 

  ● 本研究の推進のために、各学校との研究の連携や各学校での共通実践事項を工夫する必要

がある。 

  ● 学力向上のために、授業モデルの開発や学習規律の徹底をしていく必要がある。 

  ● 授業だけでなく、家庭学習の充実のために保護者との連携を深めていく必要がある。 
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